
（令和５年８月版）

○申立裁判所　　　　相手方の住所又は主たる営業所の所在地を管轄する簡易裁判所

○裁判所に提出する書類は、A4判縦の用紙に横書きで作成してください。

備　　　考

・当裁判所に備え付けの申立てに関する用紙を利用する場合は、申立書の次に当事
　者目録、和解条項（案）、物件目録を重ねて、左側をステープラー（「ホッチキ
　ス」など）で２か所留めてください。その上でページ数を振ってください。
・各ページの上部余白に捨印を押してください。
・正本（裁判所の記録に綴るもの）１通と相手方の数の副本を提出してください。

・登記事項証明書（建物）

（証明日から３か月以内のもの）
・賃貸借契約書写し

・更新されている場合には、原契約書・更新契約書を含め、最新の契約条件の全容
　が分かるように提出してください。

・解除通知（内容証明郵便）控え ・明渡しの原因が解除による賃貸借契約の終了の場合に提出してください。

・明渡合意書 ・申立てに先立ってあらかじめ合意書が取り交わされている場合は提出してくださ
　い。

・催告書控え、賃料が入金されていた通
　帳の写し

・手元に残っていれば提出してください。

・計算書等 ・何月分がいくら滞納されているのかが判明するような計算書を作成して提出して
　ください。

・履歴事項全部証明書
（証明日から３か月以内のもの）

・申立人が法人の場合に必要です。

・住民票
（証明日から３か月以内のもの）

・申立人が個人で、契約書や登記簿上の住所と現在の住所又は居所とが異なってい
　る場合に提出してください。

　い。）。申立人、相手方が複数の場合は、事案によって印紙額は異なります。

・送付手数料　郵便切手６９０円
（相手方１名につき）

・申立書副本等を相手方に書留郵便で送るための費用です。送付書類の重量によっ
　ては、さらに追加で郵便切手を納めていただくことがあります。

（内訳：５００円切手１枚、５０円切手２枚、２０円切手３枚、１０円切手３枚）

・後日、和解条項等の修正等が完了した時点で提出していただきます。

・当事者目録 ・相手方代理人が判明している場合には、相手方代理人も記載してください。

・和解条項 ・裁判所とのやり取りにより修正されている場合には、最終的な修正を施した後の
　もの。

・物件目録、図面 ・フロアの一部について明渡しを求める場合には、対象の場所が執行官に明らかに
　なるように、図面で特定してください。

〒１００－８９７１

　　東京都千代田区霞が関一丁目１番２号 TEL　０３－３５８１－５２５９

　　東京簡易裁判所 民事第８室和解係 FAX　０３－３５０２－８３８４

訴え提起前の和解申立てに必要な書類

申立書

不動産の内容及び明渡請求権を証明する書類

（建物明渡の場合）

提出書類等

費　用

・申立手数料
　原則１件につき、収入印紙２０００円

申立人の資格等を証明する書類

和解調書添付用目録　

（上部余白に「（別紙）」、記載最終行の右
下に「以上」と記入し、ページ数を消したも
の。）

滞納賃料額等を証明する書類


